
今回は、阿南を走る汽車の車窓を描きました。
そよ風が心地よく、お出かけには最高の季節です。
さて、おばあちゃんと子ども達は、どこへ向かうのでしょうか。
たくさんの喜怒哀楽を乗せて、今日も列車は走ります。

ふるさとスケッチ No.22 汽車にゆられて

羽尻利門（イラスト・文）

プロフィール
羽尻利門（はじりとしかど）阿南市見能林町在住 1980 年生まれ 兵庫県出
身 絵本画家・イラストレーター。主に、児童書の出版や小学校教科書など
の挿絵を手がけている。絵本に、「二十四節気のえほん」（文・西田めい /
PHP 研究所）、「やめろ、スカタン！」（文・くすのきしげのり / 小学館）がある。
日本イラストレーター協会（JIA) 会員。

阿南商工会議所会報

Vol.268
平成26年 9月19日

企業を育て地域を伸ばす！
会報「ニュー阿南」は、会員企業および官公庁、全国主要会議所等に郵送しています。会員以外で購読をご希望の方は阿南商工会議所までご連絡ください。
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阿
南
商
工
会
議
所
若
者
定
住
促
進
委
員
会
（
委
員
長　

西
野
賢
太
郎
）
は
、「
阿
南
市

の
人
口
減
少
を
く
い
止
め
、
生
産
年
齢
人
口
を
確
保
す
る
た
め
」
を
目
的
に
、
阿
南
市
に

お
け
る
人
口
減
少
と
高
齢
化
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
さ
ら
な

る
発
展
を
実
現
す
る
た
め
に
、
若
者
定
住
を
進
め
る
具
体
的
施
策
に
つ
い
て
会
議
所
議
員

と
会
議
所
職
員
に
よ
る
委
員
会
を
組
織
し
、
一
年
間
に
亘
っ
て
委
員
会
７
回
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
２
回
の
開
催
を
通
じ
て
議
論
し
本
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

若
者
定
住
促
進
委
員
会
調
査
研
究
報
告

調
査
研
究
報
告
に
当
た
っ
て

　

阿
南
市
は
平
成
18
年
3
月
の
合
併
以
後
、
年
平

均
約
４
２
０
人
の
人
口
減
少
状
況
に
あ
る
。
内
訳

と
し
て
は
、
自
然
減
が
約
２
０
０
人
、
社
会
減
約

２
２
０
人
で
あ
り
、
相
当
数
の
新
卒
高
校
生
、
高

専
生
が
市
外
へ
と
転
出
し
て
い
る
こ
と
を
伺
わ
せ

て
い
る
。
一
方
で
、
阿
南
市
は
阿
南
駅
の
日
平
均

乗
降
客
が
３
０
０
０
人
を
超
え
る
徳
島
県
南
部
地

区
の
拠
点
都
市
で
あ
る
と
共
に
大
阪
行
き
高
速
バ

ス
の
発
着
駅
で
あ
り
、
鉄
道
と
バ
ス
路
線
の
結
節

点
と
し
て
ま
た
産
業
、
教
育
、
文
化
、
経
済
、
医

療
等
の
集
積
地
で
あ
り
県
南
部
地
区
住
民
の
生
活

に
取
っ
て
は
重
要
な
位
置
に
あ
る
。
こ
う
し
た
事

か
ら
、
阿
南
市
の
持
続
的
発
展
は
阿
南
市
民
や
県

南
部
地
域
住
民
の
生
活
に
お
い
て
今
後
も
大
い
に

期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
調
査
研
究
報
告
に
基
づ
き
、
関
係
行

政
庁
や
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
等
に
継
続
的
に

訴
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
作
業
を
通
し

て
、
改
め
て
人
口
減
少
期
に
お
け
る
地
方
の
課
題

を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
意
義
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
と
め
た
内
容

若
者
定
住
に
よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

に
つ
い
て
今
後
も
議
論
を
深
め
、
阿
南
商
工
会

議
所
と
し
て
若
者
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
具

体
的
事
業
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

調
査
研
究
報
告
　

１
．
若
者
雇
用
の
促
進

・
地
元
企
業
が
期
待
す
る
高
度
人
材
の
確
保
育
成

　

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
・
新
学
科
の
新
設

（
材
料
化
学
系
学
科
）
の
新
設
要
望
活
動

・
企
業
誘
致
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
・
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
）
で
雇

用
の
安
定
（
税
制
優
遇
）

　

徳
島
県
内
、
阿
南
市
内
に
は
有
力
Ｌ
Ｅ
Ｄ
企

業
や
化
学
系
企
業
が
存
在
し
発
展
し
て
い
る
が
、

県
内
の
大
学
、
高
専
、
高
校
に
は
科
学
系
学
科
、

材
料
系
学
科
が
存
在
し
て
い
な
い
。
一
方
で
少

子
化
に
伴
い
高
校
、
高
専
、
大
学
を
卒
業
後
地

元
で
就
職
し
親
世
帯
と
の
同
居
や
市
内
、
県
内

で
の
生
活
を
希
望
す
る
若
者
が
増
え
て
い
る
。

企
業
が
求
め
る
人
材
を
確
保
育
成
し
、
地
元
で

の
就
職
を
促
進
す
る
た
め
の
高
度
人
材
の
確
保

育
成
が
必
要
で
あ
り
、
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校

及
び
阿
南
工
業
高
校
に
お
け
る
材
料
化
学
系
学
科

の
新
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
化
学
系
企
業
へ
の
就

職
を
促
進
し
、
地
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
の
定

住
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

２
．
住
宅
取
得
の
促
進

・
市
内
企
業
従
事
者
・
I
タ
ー
ン
・
U
タ
ー
ン
者

に
対
し
て
住
宅
取
得
の
斡
旋（
古
民
家・空
家
等
）

・
都
市
計
画
区
域
の
見
直
し
を
検
討
し
住
宅
地
供

給
の
促
進

・
若
者
向
け
専
用
市
営
住
宅
（
10
年
後
に
分
譲
）

・
災
害
に
強
い
工
業
用
地
・
住
宅
用
地
の
造
成

・
阿
南
の
住
み
良
さ
を
Ｐ
Ｒ

　

若
者
定
住
の
促
進
に
は
良
好
な
住
環
境
の
整
備

は
不
可
欠
で
あ
る
。
県
南
部
地
区
や
中
山
間
地

か
ら
の
移
住
者
や
地
元
企
業
就
職
者
の
円
滑
な

住
宅
取
得
の
た
め
に
必
要
な
都
市
計
画
区
域
の

見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
沿
道
に
お
け
る
商
店

新
設
の
促
進
を
図
る
。

３
．
市
民
が
楽
し
む
場
所
づ
く
り

・
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備

・
若
者
参
加
型
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
支
援

・
市
内
文
化
施
設
の
積
極
的
活
用　
　
　
　
　
　

　

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
市
民

の
働
く
場
所
の
確
保
や
良
好
な
住
環
境
整
備
に
加

え
て
、
市
民
の
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
文
化
活
動
を
実

現
す
る
場
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
の
視
点
に

立
っ
て
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー
育

成
に
取
り
組
む
。

４
．
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

・
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る
医
療
体
制

の
確
保

・
子
育
て
助
成
制
度
の
拡
充

・
子
供
医
療
費
助
成
対
象
を
拡
大

・
安
全
で
安
心
で
き
る
遊
び
場
の
確
保
（
公
園
・

遊
園
地
等
）

・
自
然
災
害
に
強
い
、
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　

総
務
省
の
人
口
推
計
値
で
は
、
２
０
３
５
年
阿

南
市
人
口
は
6
万
人
程
度
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
人
口
減
少
期
に
お
い
て
町
並
み
を
形
成

維
持
す
る
た
め
に
は
、
人
口
維
持
の
た
め
の
地
域

戦
略
が
必
要
と
考
え
る
。
出
産
子
育
て
が
安
心
し

て
提
供
で
き
る
医
療
、
生
活
環
境
の
整
備
は
重
要

で
あ
り
、
行
政
と
と
も
に
取
り
組
む
。

５
．
教
育

・
地
域
の
歴
史
・
伝
承
文
化
を
学
ぶ
教
育

・
阿
南
の
自
然
や
地
域
を
愛
す
る
教
育

・
地
域
に
根
ざ
し
た
防
災
教
育

　

阿
南
市
に
お
け
る
若
者
定
住
を
促
進
す
る
た
め

に
は
、
阿
南
で
生
ま
れ
た
子
供
た
ち
が
地
元
に
愛

情
を
感
じ
る
こ
と
が
も
っ
と
も
大
切
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
元
を
知
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
阿
南
市
の
歴
史
文
化
、
自
然
、

農
産
物
魚
介
類
等
の
食
材
、産
業
、芸
術
、ス
ポ
ー

ツ
等
々
を
地
域
教
育
時
に
学
ぶ
。
ま
た
、
一
方
で

は
那
賀
川
の
氾
濫
や
津
波
被
害
等
の
自
然
災
害
の

歴
史
に
つ
い
て
も
学
習
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
現
地
で
の
学
習
も
積
極
的
に
進
め
る
。
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●融資対象：県内に事業所を有し、次の各号に該当する方
　ア）原則として１年以上継続して同一事業を営んでいる中小企業者等
　イ）平成26年台風第11号又は第12号により事業所及び主要な
　　　事業用資産が全壊、半壊、流出、浸水又はこれらに準ずる
　　　被害を受けた方
　　　※原則として、市町村の罹災証明が必要

●資金使途：運転資金、設備資金
●融資金額：１企業　5,000 万円以内（運転資金は 3,000 万円）
●融資期間：運転５年、設備10年（据置１年以内）
●融資利率：1.70％以内
●保証料率：0.20％
●実施期間：平成26年８月14日（木）～平成26年10月31日（金）

災害対策資金

緊急災害対策枠

　平成26年台風第11号・第12号に伴う豪雨災害等による被害の甚大
さから、被災中小企業者等に対する支援制度として、県融資制度「災
害対策資金」に「緊急災害対策枠」を創設する。

阿南商工会議所　金融係
tel.0884-22-2301

徳島県企業支援課　金融担当
tel.088-621-2318

徳島県融資制度「災害対策資金」台風第11号・12号の
被害に伴う

お問合せ

平成27年１月20日～２月20日に開催の
「まちゼミ」参加店舗を募集いたします。
下記の概要で説明会を開催いたします
ので、是非ご出席下さい。

◆ 日　　時：平成26年10月23日（木）
　　　　　　19：00～21：00
◆ 場　　所：阿南商工会議所 ３階 研修室
◆ 申込締切：平成26年10月17日（金）
　　　　　　（申込書は同封）

参加店舗募集！

商店街活性化事業

まちのゼミナール
得する

主催：阿南まちゼミの会・阿南商工会議所

お
客
様
に
満
足
を
、
商
店
主
に
経
営
改
善
と
新
規
顧
客
を
、
商
店
街
に
賑
わ
い
を

「第２回阿南まちゼミ結果報告会」及び
「第３回阿南まちゼミ参加店説明会」

商店街活性化事業として昨年11月に開催され
好評を博した阿南まちゼミの第２回目が 8月
20日～9月20日に開催され、各店舗たくさん
の受講者で賑わいました。
　店の前を通っても中に入ったことが無かっ
た人たちからも「富岡にこんな素敵なお店が
あったのか」と驚きの声が聞かれます。まち
ゼミは「お客様」と「プロ」、そして「人」と「人」
を結ぶ事業でもあります。

 優良従業員表彰式 ご推薦の
ご案内

　阿南商工会議所の会員事業所に永年にわたり勤務され、社業の発展と社業を通じ
て地域経済の振興に尽くされました優秀な従業員の功績を称える、優良従業員表彰
式を挙行いたします。
　該当する従業員の方々をご推薦くださいますようご案内申し上げます。

● 推薦書提出期限
　　同封の推薦書を必要枚数コピーしてご記入・押印の上、10月31日（金）までに
　　阿南商工会議所業務課へ提出。
● 被表彰者の選考
　　各表彰主催団体代表者の協議により決定。本表彰は 1 人 1 回限りとする。
● 事業所負担金
　　記念品その他の経費の一部として、表彰被表彰者 1 名につき事業所負担金を
　　お願いします。（表彰決定後ご請求）
　　10 年以上表彰…5,000 円、20 年以上及び 30 年以上表彰…6,000 円

　このたびの徳島県を通過しました台風第 11号・12号により、阿南
市は合計 2,908 棟の浸水被害を受けました。
　特に、阿南市では11号台風だけで加茂谷地区で305棟が浸水し、その
他地区でも家屋、農林水産関係等の被害が甚大なものとなっています。
　被害に遭われました皆様に、謹んでお見舞いを申し上げ、一日も早
い復旧と皆様のご健勝を心よりお祈り申し上げます。

被
表
彰
者
の
範
囲
（
平
成
26
年
10
月
１
日
現
在
）　

● 勤続10年以上表彰
　　①同一事業所に 10 年以上勤続年数を有する勤務成績優秀な方
　　②表彰人員　従業員数30名未満の事業所は 1 名
　　　　　　　　従業員数30名以上100名未満の事業所は2名以内
　　　　　　　　従業員数100名以上の事業所は3名以内
　　主催：阿南市 ･ 阿南商工会議所 ･ 羽ノ浦町商工会 ･ 那賀川町商工会
　　　　　阿南地方労働基準協会・阿南地区労務改善協会

● 勤続20年以上表彰 （徳島県商工会議所連合会表彰）
　　同一事業所に20年以上勤続年数を有する勤務成績優秀な方

● 勤続30年以上表彰（阿南商工会議所・日本商工会議所表彰）
　　同一事業所に30年以上勤続年数を有する勤務成績優秀な方

日　時：平成27年1月20日（火）　 午前10時～（予定）
場　所：阿南市文化会館　視聴覚室

平成
26年度

平成26年度
優良従業員表彰式

被災されました皆様へ

阿南商工会議所　会頭  平尾勲雄
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阿
南
の

中学生以上 500円・小学生以上 300円・小学生未満 100円

がんばろう！日本

秋 冬

旅旅旅旅

　

今
年
の
「
阿

南
の
夏
ま
つ

り
」
も
、
牛
岐

城
趾
公
園
を
メ

イ
ン
会
場
と
し

て
、
３
日
間
で

約
９
万
人
の
見

物
客
で
盛
況
に

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

７
月
25
日
・

26
日
の
阿
波
踊
り
競
演
大
会
に
は
市

内
外
の
踊
り
連
延
べ
41
連
が
参
加
さ

れ
、
メ
イ
ン
会
場
及
び
３
ヶ
所
の
踊

り
広
場
で
演
舞
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

同
時
開
催
の
「ANAN Lum
i-

nous Tow
n Project 

光
竹
祭
」
で

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
牛
岐
城
趾
公

園
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー（
銀
河
）

ド
ー
ム
前
で
、
様
々
な
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
見
物
客

は
真
夏
の
夜
を
満
喫
。
広
場
で
は
Ｌ

Ｅ
Ｄ
で
電
飾
さ
れ
た
等
身
大
の
阿
波

踊
り
男
女
竹
人
形
＋
鳴
物
の
70
体
が

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

最
終
日
27
日
の
花
火
大
会
で
は
、

約
２
千
発
の
花
火
が
盛
大
に
打
ち
上

げ
ら
れ
、
阿
南
の
夜
空
に
大
輪
の
華

を
添
え
、夏
ま
つ
り
を
終
え
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に「
阿
南
の
夏
ま
つ
り
」

が
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
も
、
周
辺
住
民
及
び
関
係
者
の

皆
様
方
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
よ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
に
感
謝

申
し
上
げ
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　

 　
阿
南
の
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
「
あ
ら
た
の
夏
ま
つ
り
」
は
１
８
０
０
人

と
盛
況
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、「
た
ち
ば

な
海
遊
祭
り
」
は
台
風
の
た
め
中
止
と
な

り
ま
し
た
。



5 阿南商工会議所会報 Vol.268 /2014.9.19

平成26年度 消費税転嫁対策窓口相談等事業

クレーム対応研修
～お客様の心情から考える～～お客様の心情から考える～

あなたの組織は大丈夫？

消費税転嫁対策セミナー

●日 時 平成２６年１０月２９日（水）
 19:00～21:00
●場 所 阿南商工会議所 研修室
●講 師 オフィスブリージョ　川畠　睦美 氏
●お申込み 10月22日（水）までにお申込みください。
 TEL：22-2301 FAX：23-5717
 Mail anancci@anancci.or.jp

１、クレームとは　
　　クレームの本質・クレームの種類
２、クレーム対応の基本手順　
　　顧客の心情を踏まえたお詫びと聴く説明、
　　解決策の提案の仕方

人材派遣会社入社。対法人新規
開拓営業に携わり功績を残す。
その後、最大手同業他社に入社、
人材コーディネータを経て、オ
フィスマネージャーに就任、プ
レイングマネージャーとして営
業活動を進めながら、採用面接、
人材育成、研修、目標管理など
の経験を積む。
現在は独立し、各種企業研修、
キャリアカウンセラーとして活
躍。接遇研修、クレーム対応研修、営業研修、コミュニケー
ション研修、ハラスメント研修、メンタルヘルス研修、管
理職研修など顧客や組織内でのコミュニケーションを中心
とした研修実績多数。

　消費税率の引き上げによる経営環境の変化
のなか、お客様との良好な関係を維持することが
益々重要となってきています。クレームについても
無いことが一番望ましいのですが、クレーム自体
を無くすことは非常に難しく、また、社会環境の変
化によりクレームも多様化しています。
　そのためにも、クレーム対応はどんな組織でも
対策が必要な喫緊の課題ですが、一方で、クレ
ーム対応を苦手とする方が多いのも現実です。
　是非当セミナー受講頂き、お客様の心情面を
踏まえたクレーム対応の基本ステップを理解する
ことで組織全体のＣＳ（顧客満足）のレベルを上
げましょう。

共催：阿南商工会議所青年部

講師プロフィール

受講
無料

セミナー内容

　有限会社 花輪の大津屋
本店　阿南市富岡町東新町 78-2
　　　TEL.0884-22-0453 FAX.22-0912
会館　阿南市富岡町西池田口 32-1
　　　TEL.0884-23-3711 FAX.23-45450I20-22-0453

その
身に
なって奉仕する 太陽高速印刷有限会社

e-taiyou

徳島営業所/〒770-8001
徳島県徳島市津田海岸町5番13号
tel.088-679-6747  fax.088-679-6746

〒774-0030
徳島県阿南市富岡町佃町557-1
tel.0884-22-0268  fax.0884-23-3054

本　社

高松事業所（e-conect）/〒770-8001
松市林町334-1 ミズホハイツ1E号
tel.087-899-5724  fax.087-899-5725

info@e-taiyou.co.jp 
http://www.e-taiyou.co.jp

　

今
年
で
５
回
目
を
迎
え
る
「
阿
南
ご
み
ゼ
ロ

夏
祭
り
大
作
戦
」
は
、
来
場
の
お
客
様
の
意
識

の
変
化
を
感
じ
て
い
ま
す
。こ
の
取
り
組
み
は
、

来
場
の
お
客
様
に
ゴ
ミ
を
分
別
し
て
捨
て
て
い

た
だ
く
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
当
初
は
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て
い
て
も
、
道

端
に
は
ま
だ
ま
だ
ゴ
ミ
の
散
乱
が
目
立
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
近
年
は
殆
ど
見
当
た
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。
常
に
「
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」

の
声
が
、
お
客
様
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

か
ら
も
飛
び
交
っ
て
お
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
ゴ
ミ

が
回
収
さ
れ
、皆
様
の
環
境
意
識
も
高
ま
り「
ご

み
ゼ
ロ
大
作
戦
」
が
地
域
に
浸
透
し
て
き
た
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
企
業
団
体
の
参
加
が
多
く
、
他
一
般

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
、
女
性
会
と
共
に
延
べ

204
名
の
ご
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
に

ご
支
援
頂
い
て
い
ま
す
！！

第
５
回
「
阿
南
ご
み
ゼ
ロ
夏
祭
り
大
作
戦
」

女性会 だより青年部 だ より

今
年
は
富
岡
商
店
街
の
街
中
に
４
つ
の
「
ご
み

分
別
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設
置
し
、
ゴ
ミ
袋
229

袋
（
45
ℓ
入
）
が
回
収
さ
れ
、
祭
り
の
翌
日
に

は
市
役
所
の
回
収
に
よ
り
全
て
の
ゴ
ミ
が
き
れ

い
に
片
付
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
方
、
ま
た
、
ご
み
分
別
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
来
場
者
の
方
々
に
、

心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

【
協
力
企
業
】

　

阿
南
信
用
金
庫
・
阿
波
銀
行

　

四
国
電
力
㈱
・
大
成
建
設
㈱

　

東
光
電
気
工
事
㈱
・
㈱
朝
日
工
業
社

　

明
治
安
田
生
命
・
㈱
音
信
・
健
祥
会

【
高
等
学
校
】

　

新
野
高
等
学
校
・
富
岡
東
高
等
学
校

　

富
岡
西
高
等
学
校

　

阿
南
工
業
高
等
学
校

【
協
力
団
体
】

　

阿
南
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
協
会

　

阿
南
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　

阿
南
市
セ
ニ
ヤ
ク
ラ
ブ
連
合
会　

　笑
顔
で
感
じ
の
良
い
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の「
い
ら
っ
し
ゃい
ま
せ
」と

い
う
歓
迎
の
気
持
ち
を
込
め
た一
言
か
ら
、お
客
様
と
の
関
係
が

始
ま
り
ま
す
。接
客
業
の
原
点
と
も
い
え
る
笑
顔
や
挨
拶
、言

葉
遣
い
な
ど
プ
ロ
の
接
客
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
、商
品
よ
り
も
ま

ず「
こ
の
人
か
ら
買
い
た
い
」「
こ
の
人
に
相
談
し
た
い
」と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
自
己
演
出
の
方
法
や
お
客
様
の
心
に
残
る
接
客
応

対
の
コ
ツ
が
学
べ
ま
す
。

●
日

　時

　平
成
26
年
10
月
27
日（
月
） 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場

　所

　阿
南
商
工
会
議
所
3
階
研
修
室

●
定

　員

　先
着
30
名

●
講

　師

　き
ゃ
り
あ
L
a
b
徳
島

　倭

　和
代（
や
ま
と
か
ず
よ
）氏

●
参
加
費

　無

　料

●
お
申
込
み 

同
封
の
申
込
用
紙
を
F
A
X
送
信

　10
月
23
日（
木
）締
切

　F
A
X 

0
8
8
4
ー
2
3
ー
5
7
1
7

　阿
南
商
工
会
議
所
女
性
会

①
好
印
象
を
与
え
る
要
素

②
笑
顔
と
挨
拶

③
正
し
い
言
葉
遣
い
と
立
ち
居
振
る
舞
い

講
座
講
座

内  容

阿
南
商
工
会
議
所
女
性
会
主
催
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こ
の
度
の
水
害
に
お
い
て
、
被
災

さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
謹
ん
で
御
見

舞
申
し
上
げ
ま
す
。
今
夏
の
雨
の
降

り
方
は
ま
さ
し
く
異
常
で
あ
る
と
の

感
じ
が
し
ま
す
。
各
種
の
災
害
に
遭

い
な
が
ら
も
逞
し
く
生
き
て
こ
ら
れ

た
先
人
に
敬
意
を
表
し
な
が
ら
、
今

の
時
代
に
残
し
て
く
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
知
恵
を
謙
虚
に
学
び
、
今
後
の

防
災
活
動
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

そ
れ
で
は
、
今
回
は
那
賀
川
下
流

域
に
お
け
る
地
形
の
特
性
と
地
名
と

の
関
連
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
は
那
賀
川
下
流
の
昔

の
姿
を
覗
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

図
１
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
那
賀

川
下
流
の
よ
う
す
で
す
。
測
量
技
術

の
未
熟
な
時
代
で
す
か
ら
お
お
よ
そ

の
地
形
形
状
に
な
る
と
は
思
い
ま
す

が
、
那
賀
川
本
川
は
大
野
を
出
た
直

後
、
桑
野
川
に
お
い
て
は
長
生
の
あ

た
り
か
ら
海
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

図
２
で
は
、
今
か
ら
300
年
前
の
よ

う
す
と
現
在
の
堤
防
の
形
と
を
重
ね

て
い
ま
す
（
図
１
・
２
と
も
「
悠
久

の
那
賀
川
」
那
賀
川
河
川
事
務
所
）。

　

こ
の
時
代
に
な
る
と
現
在
の
形
に

近
づ
い
て
い
ま
す
が
、
至
る
所
の
流

路
は
網
状
化
し
、
地
面
の
ほ
と
ん
ど

は
島
状
に
な
っ
て
い
る
の
が
一
目
瞭

然
で
す
。

　

次
い
で
、
皆
さ
ん
の
住
む
地
域
の

住
所
名
を
思
い
浮
か
べ
て
下
さ
い
。

名
前
と
言
う
も
の
は
何
か
に
由
来
し

て
い
ま
す
が
、
さ
て
そ
れ
は
何
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
多
く
は
地
形
の
特

徴
、
方
角
、
そ
の
土
地
に
生
え
て
い

る
木
や
草
の
名
前
が
思
い
浮
か
ん
で

く
る
の
が
一
般
的
と
思
い
ま
す
。
合

併
や
新
し
い
土
地
区
画
整
理
に
お
い

て
、
行
政
上
の
便
利
さ
の
た
め
に
付

け
ら
れ
た
所
、
た
と
え
ば
〟一
番
町
〝

で
は
本
当
に
特
徴
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
の
近
く
に
次
の
よ
う
な
町

と
か
字
（
あ
ざ
）
の
名
前
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
地
名
は
、
漢
字
の
意
味

よ
り
も
読
み
方
に
意
味
が
あ
る
よ
う

で
、
呼
び
方
に
合
っ
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
の
良
い
漢
字
を
当
て
た
よ
う
で

す
。
例
え
ば
、「
見
」
は
水
の
こ

と
で
あ
り
、
長
生
町
の
「
生
」
は

低
地
と
い
う
地
形
の
特
徴
か
ら
判

断
し
て
も
「
池
」
で
あ
る
こ
と
は

容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

福
井
、
吉
井
、
大
田
井
、
上
荒
井

　
「
井
」（
井
戸
、
水
を
汲
み
と
る

　

所
）

赤
池
、
長
生
、
池
ノ
内
、
東
池
田

　
「
池
」（
土
地
の
く
ぼ
み
に
水
の 

　

た
ま
っ
た
所
）

見
能
林
、
才
見
、
七
見
、
横
見
、

西
路
見

　
「
見
」（
水
が
縦
横
に
走
っ
て
い

　

た
と
い
う
意
味
）

柳
島
、
南
島
、
中
島
、
江
ノ
島　

　
「
島
」（
字
の
如
く
、昔
は
島
だ
っ

　

た
）

今
津
、
古
津
、
津
乃
峰　
　
　
　

　
「
津
」（
船
着
場
、
海
岸
と
い
う
意

　

味
）

羽
ノ
浦
、
南
浦
、
七
浦　
　
　
　
　

　
「
浦
」（
水
の
裏
側
、
海
）

　

こ
の
よ
う
な
例
は
、
ま
だ
ま
だ
枚

挙
に
遑
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
那
賀
川

下
流
域
の
大
字
（
お
お
あ
ざ
）
だ

け
に
焦
点
を
絞
っ
て
調
べ
て
み
ま
し

た
。
驚
く
こ
と
な
か
れ
、
水
に
関
係

す
る
漢
字
「
川
、
見
、
谷
、
田
」
な

ど
は
40
種
類
が
あ
り
、
地
形
の
特
徴

を
示
す
も
の
が
全
体
の
45
％
に
も
な

厚生労働大臣認可

シリーズ

水ものがたり
第73章

7373

那
賀
川
下
流
域
の
地
形
特
性
と

地
名
と
の
関
連 

　
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校

　
創
造
技
術
工
学
科
　
建
設
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
教  

授
　
湯
城
豊
勝

り
、
残
り
は
「
西
方
、
東
口
」
な
ど

の
方
角
を
示
す
も
の
、「
松
道
、桑
内
」

な
ど
植
物
に
関
係
す
る
も
の
等
に
な

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
地
域
を
絞
り
込
ん
で
い
く

と
、
沿
岸
部
で
は
「
浜
、
浦
、
島
、

津
…
」
の
よ
う
な
傾
向
が
顕
著
で
、

平
野
部
で
は
「
田
」
が
圧
倒
的
に
な

り
「
原
、
野
、
平
」
と
続
き
ま
す
。

ま
た
、
正
直
な
も
の
で
山
間
部
に
入

る
と
「
谷
」
が
圧
倒
的
に
多
く
、
以

下
「
山
、
岡
」
と
続
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
那
賀
川
下
流
に
お

い
て
は
水
に
関
係
す
る
地
名
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
そ
の
由
来
が
容
易
に
想

像
で
き
る
場
所
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
従
っ
て
、
現
在
は
安
全
な
陸
地

と
思
っ
て
も
、
元
々
水
の
集
ま
る
場

所
だ
っ
た
か
も
し
れ
ず
、
大
雨
に
な

れ
ば
そ
の
正
体
を
現
す
所
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
昔
の
島
を

つ
く
っ
た
材
料
、
島
と
島
の
間
を
埋

め
て
陸
地
に
し
た
材
料
、
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
那
賀
川
が
運
ん
で
き
た
砂

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
地
震
時
に
液
状
化
が
現
れ
る
可

能
性
が
高
い
こ
と
も
分
か
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
視
点
で
、
い
ま

一
度
自
分
の
家
の
周
り
を
見
直
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

図 2　江戸時代と現在の那賀川下流

図 1　鎌倉時代末期の那賀川下流
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お問合せ

 この度の台風により被害を受けた事業者の皆さま この度の台風により被害を受けた事業者の皆さま
日本公庫 徳島支店にご相談ください。日本公庫 徳島支店にご相談ください。

平成26年台風第11号に係る災害に関する特別相談窓口

●災害復旧貸付
●農林漁業施設資金（災害復旧施設）
　災害を原因とする農林漁業施設の被害の復旧に必要な資金
　融資限度額…負担額の80％又は300万円（特例600万円）の
　　　　　　　いずれか低い額
　融資期間（うち据置期間）…15年以内（３年以内）

●農林漁業セーフティネット資金（災害）
　災害を原因とする売上や所得の減少など一定の要件を満たす
　農林漁業者の方が経営の安定を図るための資金
　融資限度額…【一般】600万円　【特認】年間経営費等の3/12以内
　融資期間（うち据置期間）…10年以内（３年以内）

国民生活事業　TEL 088-622-7271
中小企業事業　TEL 088-625-7790
農林水産事業　TEL 088-656-6880

この度の台風により被害を受けた中小企業・小規模事業者・農林漁業者の皆
さまの相談に、政策金融機関として迅速できめ細かな対応を行ってまいり
ます。お気軽にご相談ください。

徳島県内に事業所を有する中小企業・小規模事業者の皆さま
を対象に「災害復旧貸付」の取り扱いを開始しました。

中小企業・小規模事業者向け 農林漁業者向け
農林漁業者や農林水産物の加工・流通業を営む皆さまを対象
に「農林漁業施設資金」、「農林漁業セーフティネット資金」の
資金相談等を取り扱っております。（農林水産事業）

※このたびの台風により住居に被害を受け、市町村等からり災証明書等の交付を受け
た方に対し、教育貸付の災害特例措置（融資期間の延長等）を実施しています（国民生
活事業）。詳しくは、日本公庫ホームページ（http://www.jfc.go.jp）をご参照ください。

融資限度額

国民生活事業 中小企業事業

3,000万円 ※１

10年以内（２年以内）※２

１億5,000万円（別枠）

融資期間（うち据置期間）
※１各融資制度に上乗せされる金額です。※２国民生活事業では、普通貸付を適用した場合の融資期間（据置期間）です。

日本政策金融公庫 徳島支店（松木、川上）

☎ 088-622-7271
阿南商工会議所 金融係

☎ 0884-22-2301

（株）
徳島支店

第33回  福祉住環境コーディネーター検定

第17回  環境社会検定（eco検定）

第138回 日商簿記検定
第139回 日商簿記検定《１級なし》

～やさしさあふれる住環境づくり～
高齢者や障害者に住みやすい住環境を提案するアドバイザー。医療・福祉・
建築について体系的で幅広い知識を身につけ、各種の専門職と連携しな
がらクライアントに適切な住宅改修プランを提示。また福祉用具や諸施
策情報などのアドバイスもします。

●企業にとっては、多くの従業員がこの知識を持つことによって、企業   
　の社会的責任（CSR）対応に厚みを増すとともに従業員の多くがeco検定
　の合格者であるということで、人材面から環境問題に対応しているとの  
　アピールも可能になります。（企業のイメージアップ）
●日常生活の中で環境に配慮した生活知識を身につけることができ、是非
　新たな地域づくり、コミュニティ再生に活かし活動していただくことも
　期待しています。

企業の経営活動を記録・計算・整理して、企業の経営成績と財政状態を明ら
かにする技能。企業の活動を適切、かつ正確に情報公開すると共に、経営管
理能力を身につけることができます。

試 験 日 11月23日（日）
申込期間 9/9（火）～10/10（金）
受 験 料 2 級：6,480円　3 級：4,320円
試験会場 阿南商工会議所
お申込み 東京商工会議所検定センターへアクセス

試 験 日 12月14日（日）
申込期間 9/30（火）～10/31（金）
受 験 料 5,400円
試験会場 阿南商工会議所
お申込み 東京商工会議所検定センターへ
 アクセス

試 験 日 第138回 11月16日（日）
 第139回 2月22日（日）
申込期間 第138回 9/26（金）～10/15（水）
 第139回 1/6（火）～1/21（水）
受 験 料 1級 7,710円　2級 4,630円
 3級 2,570円　4級 1,640円
試験会場 阿南商工会議所
お申込み 阿南商工会議所 業務課へ
 要問い合わせ
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お問い合せ 阿南商工会議所 業務課 東京商工会議所検定センターTEL.0884-22-2301 FAX.0884-23-5717 
E-Mail:anancci-gyomu@hotmail.co.jp

TEL.03-3989-0777
http://www.kentei.org



（事例）「浄水器は点検が必要です。無料でします」と電話があり、
古い浄水器を使っていたので無料ならと来てもらった。点検
後、「サビだらけなので買い換えた方がよい」と新しい浄水器
を勧められ、50万円と高額だったので断ったが「本社との交
渉で特別に38万円になった」と迫られ契約してしまった。後
日集金の予定。一人住まいで高額な契約をしたことが不安だ。

☎ 0884−24−3251 
　　　 　　（平日9：30〜16：30）
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おかしいと思ったらすぐ相談
阿南市消費生活センター

Vol. 268

10月12日（日）13：00～15：00　

楽しくプリザーブド
　　フラワーアレンジ

プリザーブドフラワーを使って
思い思いのアレンジをしましょう。

野村　透主催

とんぼ玉を使ったストラップ、
ブレスレットを作ってみませんか。

9月21日（日）13：00～15：00　
とんぼ玉作り ●参加費：500円 ～ 1,000円

●申込締切：9月19日(金)
●定員：10名
●持参物：タオル

RUBAN　矢田　益実主催

●参加費：2,500円
●申込締切：10月9日(木)
●定員：10名
●持参物：ハサミ

阿南光のまちステーションプラザ  ☎ 0884－24－3141お問合せ /お申込み

阿南光のまちステーションプラザ
イベント案内

event information

示コーナー展

験コーナー体

9月 10月

創作ガラス展
阿部 俊江　近藤 照子
野村 　透　野村 花英

9月17日（水）～ 9月28日（日）
10：00～20：00

ガラスには、さまざまな技法があります。
徳島ガラススタジオで取得した色々な技法
を使った作品をご覧下さい。
（展示数 約30～50点）

【9/17は12：00より・9/28は10：00～15：00】

手仕事大好き
二人展
阪井太加江
森岡三恵子

10月15日（水）～10月26日（日）
10：00～20：00

手織、布小物など手しごと大好きな二人が
コツコツ作りました。是非ごらんください。
（展示数 約50点）

【10/15は12：00より・10/26は10：00～15：00】

みんなの秋です
光のまち
ステーションプラザ

10月28日（火）～11月9日（日）
10：00～20：00

ステーションプラザ展示同好会によるガラ
ス、竹、布、革、ちりめん、陶器、粘土、ワイ
ヤー、アロマなど色々な素材で作った秋の手
づくり展を楽しんでください。（展示数 約50点）

【10/28は12：00より・11/9は10：00～15：00】

10月15日（水）10：30～11：00　

親子のふれあい
ベビーマッサージ体験会

ママの手から伝わる愛情は赤ちゃんを
安心させ、心も体も成長させます。「大
好き」の気持ちを赤ちゃんにたくさん
伝えましょう。

ベビーマッサージスクール
Romaly 金光梨佳子主催

●参加費：500円
●申込締切：10月13日(月)
●定員：親子4組
●持参物：バスタオル1枚
　　　　 赤ちゃんの飲み物

【9/30は12：00より・10/13は10：00～15：00】

9月30日（火）～10月13日（月） 
10：00～20：00陶芸女子会

藤枝 典子
昨年に引続き私の陶芸の展示です。今回は
女子会メンバーも一緒に参加します。
（展示数 約50点）

阿波踊り活竹人形作り・星形あんどん作りは
常時開催可能です。お問合せください！

阿南消費者協会だより

無料点検の罠

中小企業小規模事業者のための中小企業小規模事業者のための

とくしま産業振興機構内
月～金 午前 9時から午後 5時まで
（土日祝・年末年始を除く）

徳島市南末広町5番８－８

総合的・先進的アドバイス

チームの編成を通じた支援

ワンストップサービス

解決が困難な経営相談に応じます。１１
事業者の課題に応じて、複数の支援機関・
専門家がチームを組んで支援します。２２
地域の支援機関とのネットワークを活用して、
経営課題に応じて的確な支援機関等を紹介します。３３

事業経営に関するお困りごと
を何でもご相談ください。
中小企業支援の経験豊富な
スタッフが対応いたします。

tel.088-654-0103

売上拡大
経営改善
海外進出

事業承継
創業助成

etc...

時 間窓 口

確実な対応を行うために、事前に電話でご予約・ご確認いただきお越しください。

http://www.our-think.or.jp

点検商法に
注意！！


